
広　告 海の森づくり 第14回シンポジウムのご成功をお祈りします。
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シンポジウムシンポジウム
1414

開催日：2015年6月5日（金）09:00～16:00
場　所：壱岐市芦辺町クオリティライフセンターつばさ　受付　09:00
参加費：1,000円/人（講師並びに報道関係者は無料）資料代：500円/人

6次産業化への道6次産業化への道

主催：NPO法人海の森づくり推進協会；   共催：有）二協開発・有）壱岐のうみ
お問い合わせ先：090-4348-0385（壱岐・浦田）；090-3603-5415（秋田・松田）
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【趣旨】
　持続可能な「海の森づくり」のためには、採算性が問われています。大型海藻を養殖すると、
窒素や燐や二酸化炭素を吸収して酸素を水中に供給するなど水質環境保全に大きく貢献
するのみならず、天然の藻場再生を促進したり、水産生物に付着基盤を与えたり、揺籃場に
なったり、回遊魚の餌場になったりして、沿岸域の多様性を増やし、水産資源に対しては増殖
効果があります。しかし、現在の日本では、このような直接現金収入に繋がらない養殖の増殖
効果は、評価されて来ませんでした。その結果、「海の森づくり」は行政や受益者からの支援
は薄く、当初から苦労の連続でしたが、漸く、その採算性の追求も芽が出てきました。
　基調講演とパネル討議では、その芽を忌憚なく話して戴き、「海の森づくり」の将来へ向け
た方向性を検討したいと存じます。

【目的】
　日本における大型海藻コンブ等の採算性問題を理解し、それを克服する芽を学ぶことです。

【海の森づくりの推進】
　養殖の天然の藻場再生や増殖効果を体験してきた海の森づくり推進協会の主たる「海の
森づくり」支援活動は、当協会会員に対する手数料無料の
大型海藻「こんぶ」や「ワカメ」の種糸の斡旋です。この配布
は2002年の当協会発足以前（最初は1994年）から始まり、
平成26年（2014）度は、15県45箇所に対して16,788ｍの
「海の森づくり」を目的としたコンブ･ワカメの種糸を
斡旋しました。

　最後になりましたが、この海の森づくり第14回
シンポジウムの実施に当たり、共催者やスピーカー
の他多くの団体･個人の皆様のご協力をいただき
ました。
　ここに、ご協力いただいた皆様方に厚く
御礼申し上げます。さらに、当日ご参加の
皆様には、本シンポジウムが実り
豊かなものになる様積極的な
ご参加を期待致しております。
 

【これまでの海の森づくりイベント】

◆シンポジウム
2014　第12回　「海藻類とヨウ素」
2014　第11回　「海の森づくりの過去･現在･未来」
2013    第10回　「昆布生産の聖地南茅部と海の森づくり
　　　　　　　　―食材開発の多面的機能―」
2012  第09回　「生物多様性と海の森づくり」
2011  第08回　｢東京湾の魚たち、今･昔｣
2010  第07回　｢海と森の共生｣
2009  第06回　「海洋施肥と海の森づくり」
2008  第05回　「バイオ燃料と海の森づくり」
2007  第04回　「海洋環境と沿岸漁業振興問題解決策
　　　　　　　　　　　　　　　　　としての海の森づくり」
2006  第03回　「食糧･環境問題解決策としての海の森づくり」
2005  第02回　「里山、里地、里海を考えよう」
2004  第01回　「いま、なぜ海の森づくりか？」
2003  講演会　「21世紀の海づくり、魚づくり、人づくり」

◆海の森づくりサミット
2014　第04回　こんぶサミット PART I /PART II
2009　第03回　こんぶサミット in 壱岐･東京・重茂・青森・宇和島
　　　　　　　　　　　　―豊かな海との共生を目指してー
2007　第02回　こんぶサミット in 壱岐･東京―環境と食育―
2004  第01回　こんぶサミットin おおむら

◆研修ツアー
2014　西岬・富津ツアー
2010　中国青島ツアー
2009  壱岐ツアー、重茂・青森ツアー、
　　　 　　　　　　　宇和島ツアー
2005 中国大連ツアー

◆恒例イベント
4-5月　多摩川河口の干潟観察会
5-7月　観音崎磯の海藻観察会
7月（海の日）海藻おしば体験教室

◆受賞暦
2013　秋田県環境大賞（環境保全の部）
　　　　　　　　　　　　　　　受賞
2010　水産ジャーナリストの会
　　　　　　　　　　2009年度賞受賞

■基調講演の部

浦田俊信氏　  西崎茂一氏　  オオニシ恭子女史         久原俊久氏
（基調講演１）　           (基調講演２)                    (基調講演3)                        (基調講演４)

堀田健治氏　         門脇秀策氏　       松田惠明氏 　        白川博一氏　　   浦田俊信氏　        金樹雅女史
    （総合･パネル討議他）          （午前司会・パネリスト）       （開会・趣旨説明・閉会）                   （歓迎挨拶）                        （悼辞、講演１他）                      　　（お礼）

■司会、開会、あいさつ、閉会

■パネル討議の部

門脇秀策氏　   末竹和行氏　 成田省一氏　 
（パネリスト１）               （パネリスト２）              （パネリスト３）                    

「金 榮燉」先生の死を悼む！
　　　　　　　　　2014年12月2日
金先生は「海の森づくり」を生涯をかけ
訴え、2005年以降当協会のイベントに
参加し、当協会の「海の森づくり支援
活動」の一環である共同施肥試験の
施肥材を無償でご提供いただいた方
です。

　表紙の説明
　　ようこそ　壱岐へ！

壱岐は博多港より南西に向かって約60kmの所に位置し、東西南北に広がり、直径約15km程の丸い形
をした島です。北は玄界灘が広がり、南には壱岐水道が通り、北西に向かっては対馬海峡も通っており、
周辺は豊かな好漁場に恵まれております。国内では、魚類や海藻類が多い島です・・・
しかし、近年は急激な気象の変化と共に水産業は低迷を余 儀なくされております。
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海の森づくり 第14回シンポジウムのご成功をお祈りします。海の森づくり 第14回シンポジウム・スケジュール

（定価の半額＋消費税＋送料で提供）

１．境　一郎著、成山堂　平成12年発行　1,200円＋消費税＋送料　
　　　　　１個52万円のアワビ文化―環境立国日本を目指す海からの提言―

２．矢澤　一良著、現代書林　平成11年発行　475円＋消費税＋送料
　　　　　マリンビタミン健康法―海が育てた13種の超健康物質が創る驚異の健康効果―

注文書の宛先：海の森づくり推進協会（Fax：018-833-7734）

海の森づくり―6次産業化への道―
■2015.6.4(木）09:30　博多フェリーターミナルに集合
　　　10:00　　　　博多発→郷ノ浦着12:20　（フェリー)
　　　12:50-13:30　 昼食　二協開発の6次産業化による郷ノ浦町コンブ加工場見学
　　　14:00-15:00　 壱岐ー支国博物館見学
　　　15:30-16:30　 コンブ養殖の藻場再生効果を見る芦辺町内海湾ツアー（雨天中止）
　　　16:30-19:00　 自由時間（含風呂）
　　　19:30-21:30　 活性化に繋がる海の森づくりを語ろう懇親会　於つばさ
　　　22:00　　　　宿　泊：第1ホテル、島内旅館、民宿、二協開発社宅

■2015.6.5（金）  シンポジウム会場：芦辺町クオリティライフセンターつばさ　
　　　受付:09:00　   総合司会　日本大学特任教授　堀田　健治氏　
　　　午前の部　    （9:30～12:10）　       基調講演司会:鹿児島大学教授　門脇　秀策氏
　　　09:30　　  　  金先生追悼・黙祷　元壱岐東部漁業協同組合長　浦田　俊信氏　
　　　                           追悼集の贈呈　　   海の森づくり推進協会理事　堀田　健治氏
                                        お　礼　　　　       ㈱東成海洋開発　金  樹  雅女史
                                        開会: 趣旨説明　     海の森づくり推進協会代表理事  松田  惠明氏
                                        歓   迎   挨   拶　　  壱岐市長　白川　博一氏
　　　10:00-10:15     基調講演１　海の森づくりー6次産業化への道―　　
                                        元壱岐東部漁業協同組合長　株）二協開発代表　浦田　俊信氏
　　　10:15-10:30     基調講演２  イスズミ･バリ等食害魚の商品化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　社)マリン・アクティブ代表理事　西崎　茂一氏　
　　　10:30-10:45     基調講演３  欧州で海藻食が始まった！食材としての柔らかコンブ
                                                                                                    やまと薬膳主宰　オオニシ　恭子女史　
　　　10:45-11:00     基調講演４　栽培昆布の食品機能性について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱久原水産研究所技術士　久原　俊之氏　
　　　11:00-11:20     Q＆A / 事務連絡
　　　11:20-12:00     試食会･昼休み
　
              午後の部（12:10～16:00）　パネル討議 司会：日本大学教授　堀田　健治氏
             12:10-13:30     パネル討議１：　海の森づくりの採算性
　　　　　       　　   パネリスト：鹿児島大学教授　門脇  秀策氏
                                                              ㈱アイランド・ボイス事業部長　末竹  和行氏壱
　　　　　　　　                            函館昆布プロジェクト代表　成田  省一氏
　　　13:30-15:50     パネル討議２：これからの「海の森づくり」
　　　　　　　          パネリスト：基調講演者、パネリスト、参加者
　　　15:50-16:00　 まとめと閉会の辞　海の森づくり推進協会代表理事　松田  惠明氏
　　　16:00-16:30　 後片付け　　　　　
             16:15　　　　芦辺港発→博多着18:20　(フェリー)　
             18:25　　　　解散　

参加者のケガと賠償責任を補償する全国社会福祉協議会のボランティア行事保険に入ります。

海の森づくり関係図書のスペシャルセール

                 　　　　　　　　注　　文　　書
私は下記書物を購入したので申し込みます。
購入希望書籍                       １． 1個52万円のアワビ文化
（○で囲む） 　　　         　２． マリンビタミン健康法
氏　名 
送り先                             〒
請求先 
連絡先                              電話：　　　　　   　　Fax：
購入理由 
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　　　14:00-15:00　 壱岐ー支国博物館見学
　　　15:30-16:30　 コンブ養殖の藻場再生効果を見る芦辺町内海湾ツアー（雨天中止）
　　　16:30-19:00　 自由時間（含風呂）
　　　19:30-21:30　 活性化に繋がる海の森づくりを語ろう懇親会　於つばさ
　　　22:00　　　　宿　泊：第1ホテル、島内旅館、民宿、二協開発社宅

■2015.6.5（金）  シンポジウム会場：芦辺町クオリティライフセンターつばさ　
　　　受付:09:00　   総合司会　日本大学特任教授　堀田　健治氏　
　　　午前の部　    （9:30～12:10）　       基調講演司会:鹿児島大学教授　門脇　秀策氏
　　　09:30　　  　  金先生追悼・黙祷　元壱岐東部漁業協同組合長　浦田　俊信氏　
　　　                           追悼集の贈呈　　   海の森づくり推進協会理事　堀田　健治氏
                                        お　礼　　　　       ㈱東成海洋開発　金  樹  雅女史
                                        開会: 趣旨説明　     海の森づくり推進協会代表理事  松田  惠明氏
                                        歓   迎   挨   拶　　  壱岐市長　白川　博一氏
　　　10:00-10:15     基調講演１　海の森づくりー6次産業化への道―　　
                                        元壱岐東部漁業協同組合長　株）二協開発代表　浦田　俊信氏
　　　10:15-10:30     基調講演２  イスズミ･バリ等食害魚の商品化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　社)マリン・アクティブ代表理事　西崎　茂一氏　
　　　10:30-10:45     基調講演３  欧州で海藻食が始まった！食材としての柔らかコンブ
                                                                                                    やまと薬膳主宰　オオニシ　恭子女史　
　　　10:45-11:00     基調講演４　栽培昆布の食品機能性について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱久原水産研究所技術士　久原　俊之氏　
　　　11:00-11:20     Q＆A / 事務連絡
　　　11:20-12:00     試食会･昼休み
　
              午後の部（12:10～16:00）　パネル討議 司会：日本大学教授　堀田　健治氏
             12:10-13:30     パネル討議１：　海の森づくりの採算性
　　　　　       　　   パネリスト：鹿児島大学教授　門脇  秀策氏
                                                              ㈱アイランド・ボイス事業部長　末竹  和行氏壱
　　　　　　　　                            函館昆布プロジェクト代表　成田  省一氏
　　　13:30-15:50     パネル討議２：これからの「海の森づくり」
　　　　　　　          パネリスト：基調講演者、パネリスト、参加者
　　　15:50-16:00　 まとめと閉会の辞　海の森づくり推進協会代表理事　松田  惠明氏
　　　16:00-16:30　 後片付け　　　　　
             16:15　　　　芦辺港発→博多着18:20　(フェリー)　
             18:25　　　　解散　

参加者のケガと賠償責任を補償する全国社会福祉協議会のボランティア行事保険に入ります。

海の森づくり関係図書のスペシャルセール

                 　　　　　　　　注　　文　　書
私は下記書物を購入したので申し込みます。
購入希望書籍                       １． 1個52万円のアワビ文化
（○で囲む） 　　　         　２． マリンビタミン健康法
氏　名 
送り先                             〒
請求先 
連絡先                              電話：　　　　　   　　Fax：
購入理由 



海の森づくり 第14回シンポジウムのご成功をお祈りします。 海の森づくり 第14回シンポジウムのご成功をお祈りします。

大原漁港　
               つり船

原稿確認中

社団法人　やまと薬膳お問い合わせ

〒633-0112　奈良県桜井市初瀬1059番地　TEL&FAX 0744-57-9038
ホームページ　http://www.itten.me/

社団法人　やまと薬膳社団法人　やまと薬膳

流通加工段階認証

http://www.sunsun-con.com/http://www.sunsun-con.com/
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広　告 海の森づくり 第14回シンポジウムのご成功をお祈りします。

アイランド・ボイス

株式会社アイランド・ボイス株式会社アイランド・ボイス

沿岸漁業の再生を目指しています！沿岸漁業の再生を目指しています！

〒853-2303
長崎県南松浦郡上五島町宿ノ浦郷369
〒853-2303
長崎県南松浦郡上五島町宿ノ浦郷369

TEL:090-8830-1150 mail:yellowtail1010@gmail.comTEL:090-8830-1150 mail:yellowtail1010@gmail.com

シンポジウムシンポジウム
1414

開催日：2015年6月5日（金）09:00～16:00
場　所：壱岐市芦辺町クオリティライフセンターつばさ　受付　09:00
参加費：1,000円/人（講師並びに報道関係者は無料）資料代：500円/人

6次産業化への道6次産業化への道

主催：NPO法人海の森づくり推進協会；   共催：有）二協開発・有）壱岐のうみ
お問い合わせ先：090-4348-0385（壱岐・浦田）；090-3603-5415（秋田・松田）


